
改正省エネ法に対応し、『エネルギー管理
基本規程』に沿った組織的な省エネ活動

を12月より開始。本社では昼休み一斉消灯などに着手しま
した。また、中長期的な計画を推進するために、専門機関で
ある《（財）省エネルギーセンター》に診断を依頼。照明適正化
などの実施により、平成26年度末で約7％のエネルギー使
用量削減（対H21FY実積値）可の提案を受けました。 

建 東京スカイツリー鉄骨工事  

経営企画部にCSR室を新設。また、
全社運営機構として社長を委員長と
するCSR委員会、その下部委員会と
してリスクマネジメント委員会、人財
委員会、安全衛生・環境委員会を設置。 

ベストセラー「7つの習慣」をベースに
した女性社員向け研修。「仕事でもプラ
イベートでも自分の行動を自分で選択
する大切さを実感しました」（受講者談） 

スローガンは「みんなで進めようリス
クアセスメント／めざそう職場の安
全・安心」。安全衛生・環境委員会に
はライン部長も参加し「より安全に
強い会社作り」を追求していきます。 

ＥＮカレッジとのコラボ企画として、「女
性の品格」著者の坂東眞理子氏を講
師に迎え開催。本社以外からの参加希
望に応え、テレビ中継もおこないました。 

※社外講師を招いた講演会と懇親会。エ
ンジニアリング会社の社内カレッジという
ことで、『ＥＮカレッジ』と命名。 

全体としては前々年とほぼ同様の結
果に。「仕事にやりがいを感じてい
る」「会社に誇りを持てる」は他社平
均を大幅に上回る一方で、「ワークラ
イフバランスのさらなる充実」などの
課題も浮き彫りになりました。（最終
面参照） 

地域貢献として地元町会を通じて奉納
金の寄付と提灯の献灯。大崎オフィス
に近いため小野原副社長ほか有志は
お祭りも堪能。 

３Ｗの４つの企画案について、社員
の意見や要望を募集。 

刈谷境橋現場 
の見学会にて、 
「ハイジのブラン 
コを見てみたい」という 
子供たちの夢を叶えました。 

女性活躍推進セミナー 

4/1  CSR推進体制のスタート 4/20  社会貢献タスクフォースチーム発足 

9月～ TABLE FOR TWO（大崎・戸畑） 

CSRセミナー開始 

『不都合な真実』上映会（環境月間❺） 

ビルサイン消灯（環境月間❹） 

20円 

部門別CSRワークショップ 

7/13  
女性活躍推進講演会（ＥＮカレッジ） 

第4回社内満足度調査 

居木神社夏祭り協賛 （NSEC/NSPL） 

健康イベントの一環として、社員と家
族が多数参加。会場となった、玄界
灘を望む福岡県糸島市志摩新町の
海岸に、歓声が響きました。 

8/28 
地引き網大会（北九州技術センター） 

年末年始労働災害防止強調期間 

社会貢献活動に関するアンケート 

12/1  

12/15  

　　　　ワークライフバランス講演会 
（株）東レ経営研究所　特別顧問／佐々木常夫氏 

独占禁止法に関する講演会 

12/6  

1/8 

 橋アート現場見学会（NTB） 

呉港阿賀地区道路（1号線）橋梁上部工事 

東日本大震災募金開始 

11/27 東京グリーンシップアクション 

6万㎡ 

7/31 

10/19 社会貢献活動の最終4案を提案 

高校生職場見学受け入れ 

CSR検討合宿～社員アンケート～社会貢献を考える会 

9/8 2010クリーン・コール・デー 
 

12/6 北九州技術センター新ビルでの執務開始 

¥14,607,100 

17歳 

本業と支え合うCSR 本業としてのCSR 

N I P P O N  S T E E L  E N G I N E E R I N G  C o r p o r a t e  S o c i a l  R e s p o n s i b i l i t y  2 0 1 0  

環境月間の活動（❶❷❸） 

8% 

鉄 

4月 

5月 

開 

ブ 

ブ 

ブ 

6月 

技 

7月 

鉄 

8月 

鉄 新日本製鐵（株）／君津製鉄所 熱風炉補修 
12月 

鉄 住友金属工業（株）／鹿島 CDQ 
1月 

11月 

3月 

9月 

羽田空港Ｄ滑走路供用開始 

10月 

海 

海 

日本鋼構造協会協会賞を共同企業体として受賞 
「羽田空港D滑走路／世界初となる鋼製ジャ 
ケットによる桟橋式空港の整備」 

　　　　　オーストラリア／パースに営業・実行支援 
　　　　　拠点として《Nippon Steel Engineering 
（Australia）Pty Ltd》を設立 

海 

海 

SECカーボン（株）／京都工場増設工事 建 

日本貨物航空（株）整備ラインハンガーが千葉県 
建築文化賞（環境に配慮した建物の部）を受賞 

建 

西部ガス（株）／若松ラインA工区建設工事  パ 

松江市／ごみ処理施設 環 

岩手沿岸南部広域環境組合／ごみ処理施設 環 

ミカン搾汁残さを原料とした 
バイオエタノール実証プラント設備設置 

環 技 

CSR基本方針の制定（4/1～） 

育児・介護関連制度の改訂（4/1～） 

高知県主催「協働の森づくり事業」
に2年連続で参加。 

女性社員による育児コミュニティー
の答申を受け、より両立しやすい制
度へと改訂。 

11/20  
四万十川の森林保全（NSES） 

鉄 

8/5 

2月  オフィスビル省エネ診断 

高専生海外インターンシップをTNSが受け入れ 

7% 

96分 

事業場毎の昼休み一斉消灯ルールな
ど、省エネプランを作成。環境省が提
唱する温室ガス削減運動にも間接的
に貢献していきます。 

省エネ責任者会議設置 

3 

去年のエンジを超えてゆけ！  
視野を大きく広げて、社会や環境ともっと触れあうことで、会社として高い次元へと歩を進めたい。 

そんな思いから、私たち新日鉄エンジのCSR活動はスタートしました。 
まずは社員全員にCSRという意識を浸透させることと、 

自分たちらしい活動を模索することを目指した《CSR元年》。１年間の活動を振り返ります。 

《馬鞍山中日資源再生工程技術有限公
司》を中国に設立。製鉄所内発生ダス

トのゼロエミッション化に寄与する回転炉床式
ダストリサイク
ル設備（RHF）
拡販が目的 

インド／コルカタに営業拠点として
《Nippon Steel Engineering India Plant 

& Machinery Private Limited》（NSEI）を設立 

CO2回収試験プラント（30トン/日） 
（新日本製鐵（株）君津製鉄所第4高炉に設置） 

ベトナム／カントー橋工事開通式典 

海洋構造物の高耐食性ステンレス鋼ライニング 
溶接技術により日本溶接協会賞技術賞本賞を受賞 

少水量対応高効率地中熱利用ヒートポンプシステム 
の開発で産官学連携功労者表彰環境大臣賞を受賞 

新日本製鐵（株）／室蘭製鉄所高炉向け 
微粉炭吹込装置（PCI） 

磐城沖石油開発（株）／磐城沖プラットフォーム 
撤去工事 ～大水深重量ジャケット撤去工事～ 

建 

（株）住友金属小倉／新製鋼工場 

Chevron Thailand／Chevron 2010  
Installation Project 

エ 石油資源開発（株）／勇払LNGプラント 
ＢＯＧ再液化設備 

ポンジュースから燃料！？ 

5/28（大崎）・6/4（戸畑） 

全国安全週間 
（準備期間6/1～30、本週間7/1～7） 

会社の発展は、社員の心身の健康な
くして望めません。健康フェア、メン
タルヘルス研修会、健康・衛生講演
会などを開催。血流測定には300人
もの行列！ 

全国労働衛生週間 
（準備期間9/1～30、本週間10/1～7） 

過去の法令遵守の不徹底をふまえ、
真に社会に認められる企業となるべく
取り組んだ施策の一つ。グループ各社
の従業員も対象として各地で全21回
開催、受講率は99.5％にのぼりました。 

建設業法・下請け法遵守マニュアル 
説明会スタート 

「女性の活躍を支援する現場の上司
力」がテーマ。「職場の中で女性の存
在感が増していることは事実。研修で
学んだことを発揮したい」（受講者談） 

女性活躍推進セミナー（上司向け） 
10/4・8・13 

品質事例発表会・講演会 11/17  

11/1～30 

12/1～1/15 

情報セキュリティe-learning 

3/10  　　　　リアル・ハイジ・ブランコ 
現場見学会（NTB） 

　　　ひびき風力発電所を 
環境大臣が視察 

３W① CSRの一部である社会貢献活動の推進にあたって、
各部門から代表を集めたタスクチームを結成。
チーム名は「近江商人の三方良し」の精神に
ちなんだ3W（トリプルウィン）に決定しました。 

5/17～ 

78% 

上 
映 

6月 
マイ 
ナス 

❶42事業所を対象に環境
パトロールを実施。法令に

準じた処理手続きが確実に実行されていること
を確認。❷改正省エネ法（H22.4施行）を受け
て職場の省エネを試行し、その対策前後のデー
タを15事業所から収集。移転した本社を除くと
オフィス部において8%の削減が検証できました。
❸「環境家計簿づくり」と「CO2削減アイデア」
の募集。各20件の応募が寄せられました。 

8:00 P M 2003年から環境省が呼
びかけている

「ライトダウンキャンペーン」。照明を消すこと
によって、日頃の生活でいかに多くのエネル
ギーを使用しているかを実感する目的です。本
社と戸畑においても、このキャンペーンに参加。
夏至と七夕の午後8時、周辺の参加企業とと
もに、ビルのサインを消灯しました。 

7月 

3W② 7/1～2、3WのメンバーでCSR検討合宿を実施。他社訪問でヒアリングした内容の共有、社員向け
CSRセミナーのアンケート結果分析などを踏まえた上で、新日鉄エ
ンジならではの社会貢献活動を徹底討論しました。その中で策定さ
れた「７つの活動案」について、賛否や参加の意思を社員アンケート
で集計。さらには「社会貢献を考える会」と題して、本社・戸畑で
計5回、35名の社員たちによる本音での意見交換をおこないました。 

富津にある技術開
発研究所において、

親子見学会を開催しました。実際の巨大な試験
装置を見学したり、仕事や商品を紹介する展示に
見入ったり。好奇心の強い子供たちにとって、物
づくりの技術に触れら
れる研究所の見学は、
夏休みのいい思い出に
なったようです。 

富津フェスティバル 大崎フェスティバル 

家族45名 家族186名 

7～10月  

10 

8 

建設業法コンプライアンス室発足 
同室を安全衛生・環境統括部に新
設。多岐にわたる事業を展開する新
日鉄エンジ全体に建設業法の遵守
を徹底するため、各工事部門からの
推進員による委員会を立ち上げ、現
況調査を実施。また、建設業法遵守
状況総点検もおこないました。 

7月の合宿以来、検討を重
ねてきた「新日鉄エンジら

しい社会貢献活動」を4つ、経営層に提案し
ました。①クリック募金②個人ボランティア紹
介/支援③こども現
場見学会④エンジ村。
実行に向けて、検討は
まだまだ続きます。 

企業・NPOと行政が連携
の上で、東京に残された

山地の森林や丘陵部の里山、市街地の雑木
林などを保全していく活動です。新日鉄エン
ジグループからは家族を含む29名が参加。
NPO法人《花咲き村》のご指導のもと、日野
市に広がる約6万㎡の「東豊田緑地保全地
域」で作業をおこないました。草刈りや間伐
が進むにつれ、日当たりや風通しが見る見る
よくなるさまに、疲れも吹き飛びます。秋晴れ
の下、葉っぱを使ったアートや竹鉄砲づくりな
どのプログラムで、子供たちも大喜びでした。 

長崎県立長崎南
高校の2年生6名

と、大分県立高田高校の2年生
10名が本社を来訪。将来のキャ
リア形成のために会社や仕事の
紹介を熱心に聞いていました。 

建築・鋼構造事
業部の設計施工
により、ZEB（ゼ

ロ・エネルギー・ビル）を目指したビルが誕生
しました。季節風を活かした自然通風による外
気冷房と、高効率ヒートポンプによる「自然換
気ハイブリッドシステム」。地中約80mまで
埋め込んだ熱交換器を用いた「地中熱ヒート
ポンプシステム」。追尾装置付きの「太陽光発
電システム」や消費電力の可視化と分析を担
う「ビルチューニングシステム」など。数々の
最新鋭設備により、呼吸し、熱を吸い、日を浴
びる̶環境共生型の省エネビルです。 

3W③ 地
下 80m 

12/8・16 

3/7～25 

未曾有の大震災に
見舞われた地域の

被災者のために、私たちができることはなんだろう？ ボランティア休暇
などを整備する一方で、すぐにできることとして、募金活動を開始しまし
た。窓口として利用したのが《Just Giving》というオンラインによる

チャリティプラットフォーム。新日鉄エンジの専用ページに688組（個人・グループ）から寄せられた
総額は14,607,100円（5月末現在）、これからは募金以外にも、私たちにできることを考えていきます。 

通の 
手紙 

3/17～ 

建 

グループ各社も含め、ほぼ全社員が受講したCSRセミナーでは、世界
の水資源の現状や、それをめぐる社会ビジネスなど、社会・環境と企
業活動の関係について具体例を紹介。「社会的責任と聞くと構えてし

まうが、CSR=カンパニーとステークホルダーとのリレーショ
ンシップととらえればよい」と外部講師が締めました。受講
前はCSRを知らなかった人が半数以上もいましたが、セミ
ナー後に実施したアンケートでは78％の社員が「理解が深
まった」と回答。また自由回答では「仕事への誇り、人が財
産」が自慢できる一方で、「コンプライアンスの徹底、ワーク
ライフバランス」は自慢できないという結果になりました。 

さがみ縦貫宮山高架橋工事 

ブラジル ウジミナス社／厚板ライン向け 
ホットレベラー、CLC設備 

設計・施工を担当した日本鋳鍛鋼（株）本館が 
日経ニューオフィス賞を受賞 

鉄 製鉄プラント事業部 

エ エネルギー事業部 

海 海洋事業部 

建 建築・鋼構造事業部 

技 技術開発研究所 

開 事業開発センター 

パ 日鉄パイプライン（ＮＳＰＬ） 

ブ 日鉄トピーブリッジ（ＮＴＢ） 

凡例 

環 環境ソリューション事業部 

※プロジェクトはすべて完工時で記載しております。 
※略称表記：NSEC＝新日鉄エンジニアリング（株） 
　　　　　　NSES＝日鉄環境プラントソリューションズ（株） 

直訳すると「二人の食卓」。
餓えにあえぐ途上国の10億

人の子供たちと、肥満など食に起因する生活
習慣病に苦しむ先進国の10億人が、時間と
空間を超えて食事を分かちあうというコンセプ
トで生まれたプログラムです。社員食堂での食
事の際、栄養バランスのとれたヘルシーメ
ニューを選ぶと、一食につき20円が開発途上
国に寄付される仕組み。これはちょうど、開
発途上国の給食一食分の金額にあたります。
支援対象は、ルワンダ、ウガンダ、マラウィ、エ
チオピアの４か国。初日の
結果は、本社では130
食、戸畑では40食が
数分で完売。これか
らも毎週火曜日は
社食へGo！ 

（独）国立高等専門学校機構の実施するプログラムに協力し、タイの現地法人
《TNS》のバンパコン・ヤードにて、高専生３名の受け入れをおこないました。全体
講義のあと、プロジェクトマネジメント、コンストラクション、鋼構造

の部署にそれぞれ配属。図面や解析、工程表などが、建設中の巨大プラット
フォームでどう展開されているかを自分たちの目で確認したり、
《TNS》のコア技術である溶接も体験しました。帰国後、コー
ディネータを務めたCSR室に、3人から届いた手紙には、い
かに有意義な体験だったかが、びっしりと書かれていました。 

地球温暖化の問題に取り組むアル・ゴアの講演を記録した
ドキュメンタリー映画『不都合な真実』。いま地球に起こっ

ていることや経済と環境のバランスをとる大切さなどが、分かりやすくまとめら
れています。本社と戸畑で開催した上映会には、約200名が参加。「意識
が変わった」「ぜひ通年で実施していくべき」など多くの意見が寄せられました。 

『不都合な真実』スペシャル・コレクターズ・エディション ¥2,625（税込）/発売元：パラマウント ジャパン 

経済人コー円卓会議日本委員会 事務局長の石田寛氏 

©TABLE FOR TWO 

コンプライアンス意識調査、 
内部統制に関するe-learning 

建設業取引適正化推進月間 
●建設業法講演会 
  大森法律事務所／大森文彦弁護士 
●協力会社への建設業法説明会 
（計5回、364社・419名参加） 

（株）えひめ飲料のミカンジュース製造過程で発生する
脱汁液を100トン/日処理し、5㎘のバイオエタノール

を製造。工場内のボイラ燃料として
利用します。これにより1日に6.4トン
のCO2排出を削減することを実証。 

マイ 
ナス 

コラム  

職場めぐり、羽矢
社長（当時）との

名刺交換会、設計体験コーナーなど、たくさんの
子供たちが、昼間のパパ・ママのカッコイイ（？）姿
を見学。その後は16Fホールへ場を移し、駄菓子
や料理の屋台、じゃん
けん大会などを楽しむ、
子供たちの歓声が響
く１日となりました。 

自分たちに重要だと
考えて設定したテーマ
について、有識者の講
演会や他社ヒアリン

グをおこない、部門内で議論を深めました。 
●技術本部：NSEC品質の作りこみ 　技術
開発研究所、事業開発センター：世間の流れ
を読み市場ニーズをとらえる感受性 ●調達本
部：CSR調達基本方針の策定と公開 ●マネ
ジメントサポートセンター（MSC）：MSCの機
能発揮、事業貢献度点検について ●製鉄プ
ラント事業部：①ＣO２視点の導入検討②取引
先とのコミュニケーション ●環境ソリューション
事業部：環境ソリューション事業における顧客
満足と地域社会貢献 ●エネルギー事業部：地
球温暖化対策に対し当事業部が貢献できること
●海洋事業部：海外事業展開先で良き企業市
民となる ●建築・鋼構造事業部：事業特性に
あったCSRとは？ 

※TNS ＝ Thai Nippon Steel Engineering & Construction Corp., Ltd. 

か
国 

のべ800人が参加した石炭利用国際
会議。その締めとなるパネルディスカッ

ションに、羽矢社長（当時）が
出席。クリーンな石炭利用の現
況と今後の展望を語りました。 

安全/品質/コンプライアンス/環境/調達 
の基本方針を制定・公開 

※ 

8/20～22 

玉川大学 教授／大藤正氏 
（品質月間委員会委員長） 

企業情報 
財務報告 

環境報告 

安全報告 

総資産 

温室効果ガス（CO2）算定排出量 
産業廃棄物の排出量 

度数率（休業1日以上） 3,343億円（国内61％ ・海外39％） 
2,549億円（国内79％ ・海外21％） 

2,205億円 
5.8％ 

約53,000㎘（原油換算） 
約8,300トン 
約54,000トン 

0.10（国内連結0.26） 

1,323名（男1,174名・女149名）・3,601名（連結） 

男1名・女5名 

40名（男30名・女10名） 

44.5歳（男45歳・女40.6歳） 

売上高経常利益率（ROS） 

オフィス 

発電所等 

安全成績 

社員数 
2011年度新卒採用数 
平均年齢 
平均勤続年数 
離職率 
障がい者雇用率 
育児休暇取得者数 

（連結） 

経常利益 148億円 

現　　場 

※このデータは2011年3月末のものですが、「安全報告」のみ2010年1月～12月のデータとなります。 
※「連結」と表記のあるもの以外はすべて「単独」のデータとなります。 

労働報告 

19.0年（男19.3年・女17.1年） 
1.6%（2008～2010年度新入社員） 

1.8％ 

エネルギー使用量 

社員満足度調査（抜粋） ※5ポイント満点での評価　（　）内は他社平均 
受注高 
売上高 

【仕事】仕事での充実感 
今の仕事にやりがいを感じている 3.76pt 

（3.54pt） 【職場】職場への満足感 
今の職場で仕事をすることが出来て良かったと思う 3.83pt 

（3.77pt） 【上司】上司への満足感 
今の上司は尊敬できる 3.80pt 

（3.64pt） 【会社】会社へのロイヤルティ 
この会社の一員であることに誇りを持っている 4.03pt 

（3.76pt） 【WLB】仕事の負担感 
仕事が忙しすぎて、ほとんど仕事だけの生活になってしまっている 2.93pt 

（2.89pt） 

このCSR報告書の印刷加工にあたっては、福島市の印刷会社にご協力いただきました。 
また、環境に有害な廃液を出さない「水なし印刷」を採用しています。 

戦略企画センター 経営企画部 CSR室／TEL03-6665-2307   2011年7月1日発行 
※このCSR報告書は、2010年4月1日～2011年3月31日（2010年度）の活動を記載しておりますが、 
一部それ以前からの取り組みや直近の活動も含みます。 
 


